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通期業績予想値と実績値との差異及び特別損失計上に関するお知らせ 

 

2019 年２月８日に公表した 2019 年３月期の通期業績予想値と本日公表の実績値との差異、及び

特別損失の計上につきまして、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

2019 年３月期通期業績予想数値と実績値の差異 

(2018 年４月１日～2019 年３月 31 日) 

 売上高 

百万円 

営業利益 

百万円 

経常利益 

百万円 

当期純利益 

百万円 

1 株当たり 

当期純利益 

  円 銭 

前回発表予想値(Ａ) 6,864 △231 △221 △284 △111.36 

実績値(Ｂ)  6,875 △209 △203 △454 △176.39 

増 減 額(Ｂ－Ａ) 11 22 18 △170 ― 

増 減 率（％） 0.2     ― ― ― ― 

(ご参考)前期実績 

（2018 年 3月期） 

7,250 △109 △96 37 21.76 

 

１．通期業績予想値と実績値との差異の理由 

  2019 年３月期の業績において、売上高、営業利益、経常利益につきましては 2019 年２月８

日に公表した業績予想値の通り推移いたしましたが、当期純利益につきましては、減損損失が

予測値を上回ったことにより、前回発表より１億７千万円少ない△４億５千４百万円となりま

した。 

 

２. 特別損失の計上について 

2019 年３月期通期決算において、当社で保有する事業用資産のうち、営業活動から生ずる

損益が継続してマイナスとなっている店舗・物件について減損損失を計上いたしました。な

お、当該減損損失の計上額は、２億２千２百万円であります。 

 

以 上 


